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- 著 書 ・ 論 文 – 

・「著作者人格権の保護法益について（一）～（六）」（法

学協会雑誌 137 巻 9･10 号、138 巻 2･11･12 号、139 巻

8 号/2020～2022） 

・「著作者人格権の保護法益について」（著作権研究48号/2023） 

・『概説 デジタル／インターネットと著作権法』（奥邨弘司･

金子敏哉編 第 3 章、第 4 章、第 9 章第 1 節～第 6 節担当/

弘文堂/2025） 

 

 

 

 

   

会場アクセス 

地下鉄「飯田橋駅」B3、B2a 出口より徒歩 3 分 

JR「飯田橋駅」西口より徒歩 5 分 

 

●日時   ７月１６日（木） 

１０：００ ～ １２：００ 

●受講方法 会場 or LIVE 配信 

●会場   研究社英語センター大会議室 

住所：東京都新宿区神楽坂 1-2-B2F 

●会場定員 ７０名 

●参加費（会場・LIVE 配信） 

会員  ７，０００円（１名・税込） 

一般 １０，０００円（１名・税込） 

●申込締切 ７月９日（木） 

●見逃配信 ７月１６日（木）１３：００ ～ ７月２３日（木）１７：００ 

※会場受講の方にも視聴URLをお知らせいたします。 

主な講演項目（予定）           講師プロフィール 

著作物の公表を巡る諸問題 

講師:長谷川 遼 氏 立教大学法学部 教授 

概要:公表権はその客体を未公表著作物に限定している。では、著作
物はいつ公表されるに至ったと評価できるのだろうか。また、
公表権は著作者の意図しない公表を防ぐ権利であるところ、著
作者が公表を妨害される事態に対しても法的な救済は考えら
れるのだろうか。本講演では、著作物の公表を防ぐ利益と行う
利益の双方が問題となった裁判例を主な素材としつつ、「公表」
概念について検討したい。 
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１．著作権法における「公表」概念の役割 

２．『ハレンチ君主いんびな休日』事件に
ついて 

３．公表権はいつ失われるのか、いつ行
使できるのか 

４．著作物を伝える利益、公表する利益
の保護 

５．「公表」に関するその他の問題 

- 略 歴 – 

2008 年 東京大学法学部卒業 

2010 年 東京大学大学院法学政治学研究科法曹養成専攻修了 

2010 年 東京大学大学院法学政治学研究科助教 

2010 年～2011 年 司法修習生 

2011 年～2014 年 東京大学大学院法学政治学研究科助教 

2014 年 立教大学法学部国際ビジネス法学科准教授 

2023 年 立教大学法学部国際ビジネス法学科教授 

- 学 会 等 – 

・著作権法学会 ・日本工業所有権法学会 

 

 



 

お申込みはこちら 

⇒ https://www.cric.or.jp/seminar/index.html 

＊ お知らせいただいた個人情報は、本講演の運営および CRICの事業（セミナーの開催や書籍の発行など）の 

ご案内に必要な範囲内でのみ利用し、それ以外の目的には使用いたしません。 

 

注意事項 

○ 講演の録音・録画・撮影（写真・ビデオ）は禁止いたします。 

○ 申込者数を超える人数での受講は固くお断りいたします。 

○ キャンセルによる返金および他講演への振替はできません。 

○ 講演前日までに、LIVE配信の視聴 URLおよび配付資料のダウンロード URLをお知ら

せいたします。 

＊ LIVE配信での受講は日本弁理士会の継続研修対象外です。単位取得は認められません。 

お問合せ先 

公益社団法人 著作権情報センター（CRIC） 

〒164-0012 東京都中野区本町 1-32-2 ハーモニータワー22F  TEL 03-5309-2421 

CRIC 主催のセミナーや、新刊書籍などの情報をお届けするメールマガジンサービスを実施

しております。配信をご希望の方は、こちら https://www.cric.or.jp/magazine/index.html か

ら登録をお願いいたします。メールマガジンの配信は無料です。 

注意事項 

○ 講演の録音・録画・撮影（写真・ビデオ）は禁止いたします。 

○ 申込者数を超える人数での受講は固くお断りいたします。 

○ 開催日 1週間前までに受講票等が届かない場合は、ご一報ください。 

○ 開催当日、会場での参加費のお支払いはできません。 

○ 払込金受領証を領収証の代わりとさせていただきます。 

○ キャンセルによる返金および他講演への振替はできません（代理出席は可能で

す）。 

○ 講演前日までに、LIVE 配信の視聴 URL および配付資料（レジュメ）のダウンロ

ード URLをお知らせいたします。配付資料は会場でもお配りいたします。 

＊ CRIC は、日本弁理士会の継続研修の外部機関として認定されており、本講演は、日本弁理士会の

継続研修として申請中です。本講演に参加し、所定の申請を行うことで、外部機関研修として2単

位が認められる予定です。 

会場での受講 

LIVE 配信での受講 

https://www.cric.or.jp/seminar/index.html
https://www.cric.or.jp/magazine/index.html

